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(57)【要約】
【課題】省エネルギーで、より確実に集砂することがで
きる揚砂方法及び沈砂設備を提供する。
【解決手段】流入水の流入部に流入ゲートが設置され、
底面が揚砂機１０の設置領域に向けて連続的または段階
的に低くなるように形成されている沈砂池３に沈降した
砂の揚砂方法であって、前記揚砂機１０を起動させて前
記沈砂池３に貯留された水とともに揚砂する揚砂工程と
、前記揚砂工程の実行中に、流入ゲート２を所定の微小
開度に調整して所定量の水を流入させ、前記底面に沈降
した砂を流入水によって前記揚砂機１０の設置領域に向
けて集砂する集砂工程と、を含んでいる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流入水の流入部に流入ゲートが設置され、底面が揚砂機の設置領域に向けて連続的また
は段階的に低くなるように形成されている沈砂池に沈降した砂の揚砂方法であって、
　前記揚砂機を起動させて前記沈砂池に貯留された水とともに揚砂する揚砂工程と、
　前記流入ゲートを所定の微小開度に調整して所定量の水を流入させ、前記底面に沈降し
た砂を流入水によって前記揚砂機の設置領域に向けて集砂する集砂工程と、
を含む揚砂方法。
【請求項２】
　前記揚砂工程の実行中に、前記集砂工程が実行される請求項１記載の揚砂方法。
【請求項３】
　前記揚砂工程により前記沈砂池の水位が所定の低水位に達した後に、前記集砂工程が実
行される請求項１または２記載の揚砂方法。
【請求項４】
　前記集砂工程は、前記流入ゲートを前記微小開度に調整する前に、一時的に閉鎖状態か
ら前記微小開度より大きな開度に調整する開度切替工程を含む請求項１から３の何れかに
記載の揚砂方法。
【請求項５】
　前記集砂工程は、集砂ノズル群から水を噴射して前記底面に沈降した砂を前記揚砂機の
設置領域に向けて集砂する水噴射工程を含む請求項１から４の何れかに記載の揚砂方法。
【請求項６】
　前記集砂ノズル群が前記底面の傾斜方向に沿って複数段に配列され、前記水噴射工程は
、前記底面の最高位置側に配列された集砂ノズル群から最低位置側に配列された集砂ノズ
ル群の順番に切り替えて水を噴射するように構成されている請求項５記載の揚砂方法。
【請求項７】
　前記揚砂機による単位時間当たりの揚砂容量が前記流入ゲートからの単位時間当たりの
流入水量に等しいか若しくは大きな値になるように前記微小開度が設定されている請求項
１から４の何れかに記載の揚砂方法。
【請求項８】
　前記揚砂機による単位時間当たりの揚砂容量が前記流入ゲートからの単位時間当たりの
流入水量と前記集砂ノズル群からの単位時間当たりの噴射水量の和に等しいか若しくは大
きな値になるように前記微小開度が設定されている請求項５または６記載の揚砂方法。
【請求項９】
　流入ゲートからの流入水に含まれる砂を沈降させる沈砂池と、前記沈砂池に沈降した砂
を揚砂する揚砂機とを備え、請求項１から８の何れかに記載の揚砂方法が実行される沈砂
設備であって、
　前記沈砂池の底面が、前記流入ゲートから流入した水の流入方向に沿って連続的または
段階的に下流側ほど低くなるように形成され、最下流側に前記揚砂機が設置されている沈
砂設備。
【請求項１０】
　流入ゲートからの流入水に含まれる砂を沈降させる沈砂池と、前記沈砂池に沈降した砂
を揚砂する揚砂機とを備え、請求項１から８の何れかに記載の揚砂方法が実行される沈砂
設備であって、
　前記沈砂池の底面が、前記流入ゲートから流入した水の流入方向に沿って連続的または
段階的に下流側ほど低くなるように形成され、
　前記沈砂池の底面が低くなる方向に沿って集砂ノズル群が複数段に配列され、水を噴射
する集砂ノズル群を前記底面の最高位置側に配列された集砂ノズル群から最低位置側に配
列された集砂ノズル群の間で切り替える切替機構を備えている沈砂設備。
【請求項１１】
　流入ゲートからの流入水に含まれる砂を沈降させる沈砂池と、前記沈砂池に沈降した砂
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を揚砂する揚砂機とを備え、請求項１から８の何れかに記載の揚砂方法が実行される沈砂
設備であって、
　流入ゲートの開度を、所定の微小開度と当該微小開度より大きな開度に調整する開度切
替機構を備えている沈砂設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚水ポンプ設備や雨水ポンプ設備、更には下水処理設備に構築され、沈砂池
に沈降した砂を揚砂する揚砂機と、揚砂機に向けて砂を集砂する集砂装置とを備えている
揚砂方法及び沈砂設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　沈砂設備は、沈砂池に堆積した土砂を外部に排出するため、適宜な時期に土砂を沈砂池
の底面から揚砂機により揚砂して沈砂池の外部に排砂するように構成されている。
【０００３】
　特許文献１には、底面が揚砂機または揚砂機の設置領域に向けて下方に傾斜するように
形成されている沈砂池に沈降した砂の揚砂方法であって、沈砂池に水が貯留された状態で
、揚砂機を起動させて揚砂するとともに沈砂池の水面を低下させる揚砂工程と、揚砂機を
停止した状態で集砂ノズル群から水を噴射して沈砂池の底面に堆積した砂を傾斜方向に集
砂するとともに、沈砂池に水を貯留する集砂工程とを含み、揚砂工程と集砂工程とを繰り
返す揚砂方法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１１６４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の従来技術によれば、低圧のポンプで揚水したポンプ井の水を集砂ノズルから散水
して集砂するため、低エネルギーかつ低コストで土砂を確実に揚砂機に向けて押し流すこ
とができるのであるが、逆に揚砂工程と集砂工程とを繰り返す際に集砂工程で沈砂池に所
定水位まで水を貯留するのに時間を要するという問題や、ポンプ井の水量に限りがある場
合への対応等のため、さらなる改良が望まれていた。
【０００６】
　例えば、沈砂池内に所定水位まで充水されるまで揚砂が行われず、集砂に要する時間が
長くなるという問題や、集砂ポンプの運転時間が長くなるため、集砂ポンプの消費電力が
大きくなり、省エネルギーという点で問題があった。
【０００７】
　集砂工程を低圧のポンプを使用して集砂する場合に限らず、中圧或いは高圧のポンプを
用いる場合であっても同様の問題があった。
【０００８】
　本発明の目的は、上述した問題点に鑑み、低コストで、省エネルギー且つより短時間で
確実に集砂することができる揚砂方法及び沈砂設備を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の目的を達成するため、本発明による揚砂方法の第一の特徴構成は、特許請求の範
囲の請求項１に記載した通り、流入水の流入部に流入ゲートが設置され、底面が揚砂機の
設置領域に向けて連続的または段階的に低くなるように形成されている沈砂池に沈降した
砂の揚砂方法であって、前記揚砂機を起動させて前記沈砂池に貯留された水とともに揚砂
する揚砂工程と、前記流入ゲートを所定の微小開度に調整して所定量の水を流入させ、前
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記底面に沈降した砂を流入水によって前記揚砂機の設置領域に向けて集砂する集砂工程と
、を含む点にある。
【００１０】
　流入ゲートから流入する水の運動エネルギーを利用して集砂することにより、短時間で
効率的に集砂することができる。
【００１１】
　本方式では、流入ゲートから流入する水の運動エネルギーを利用して集砂するため、取
水ポンプの容量を小さくすることができる、あるいは取水ポンプの駆動時間を短縮するこ
とができる。
【００１２】
　同第二の特徴構成は、同請求項２に記載した通り、上述の第一の特徴構成に加えて、前
記揚砂工程の実行中に、前記集砂工程が実行される点にある。
【００１３】
　流入ゲートから連続的に流入する水を利用して集砂するので、ポンプ井の水量に依存せ
ずに、揚砂工程と併行して集砂することができる。
【００１４】
　同第三の特徴構成は、同請求項３に記載した通り、上述の第一または第二の特徴構成に
加えて、前記揚砂工程により前記沈砂池の水位が所定の低水位に達した後に、前記集砂工
程が実行される点にある。
【００１５】
　揚砂工程により沈砂池の水位が所定の低水位に達した後に流入ゲートを所定の微小開度
に調整して水を流入させることにより、底面に沿って沈砂池に流入する水の運動エネルギ
ーを沈砂池の底部に沈降した土砂の搬送に効率よく利用することができ、その状態を所定
時間継続させることができるようになる。
【００１６】
　同第四の特徴構成は、同請求項４に記載した通り、上述の第一乃至第三の特徴構成に加
えて、前記集砂工程は、前記流入ゲートを前記微小開度に調整する前に、一時的に閉鎖状
態から前記微小開度より大きな開度に調整する開度切替工程を含む点にある。
【００１７】
　流入ゲートの近傍底部や流入スクリーンの底部前後に堆積している土砂があると、微小
開度に調整された流入ゲートからの流入水では、堆積物により流入ゲートの開口領域の一
部が閉塞されて水が均一に流れなくなる虞や、流入スクリーンの底部前後に堆積している
土砂等が残留する虞がある。そのような場合であっても、閉鎖状態から所定の微小開度よ
り大きな開度に調整すると、勢いのある十分な水流で堆積している土砂等の堆積物が揚砂
機の設置領域に向けて押し流され、その後、流入ゲートを微小開度に調整することで沈澱
池底部に集砂に必要な十分な時間を継続して流入ゲートから水を均一に流入させることが
でき、しかも土砂に妨げられることなく流入ゲートを確実に閉塞することができるように
なる。
【００１８】
　さらに、流入スクリーンの前後の底部では沈砂しやすいため、この領域に集砂ノズルを
設けて堆積している土砂等を揚砂機の設置領域に向けて押し流すことが行われている。集
砂ノズルを用いなくても、流入ゲートからの流入水を用いて流入スクリーンの前後の底部
に堆積している土砂等が押し流されるので、この領域に設けられる集砂ノズルを省略する
ことができ、装置を簡略化することが可能となる。
【００１９】
　同第五の特徴構成は、同請求項５に記載した通り、前記集砂工程は、集砂ノズル群から
水を噴射して前記底面に沈降した砂を前記揚砂機の設置領域に向けて集砂する水噴射工程
を含む点にある。
【００２０】
　流入ゲートからの流入水に加えて、集砂ノズル群から噴射される水の勢いで底面に沈降
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した砂をより効率的に集めることができるようになる。尚、仮にポンプ井の貯留水を集砂
ノズル群から噴射する水に用いる場合には、限られた量の貯留水であっても短時間で十分
に集砂できるようになる。
【００２１】
　同第六の特徴構成は、同請求項６に記載した通り、前記集砂ノズル群が前記底面の傾斜
方向に沿って複数段に配列され、前記水噴射工程は、前記底面の最高位置側に配列された
集砂ノズル群から最低位置側に配列された集砂ノズル群の順番に切り替えて水を噴射する
ように構成されている点にある。
【００２２】
　集砂工程を繰り返すごとに、底面の傾斜方向に沿って段階的に配置された集砂ノズル群
のうち、水の噴射箇所を傾斜方向の上流側から下流側へと段階的に切り替えるので、土砂
が効率的に集砂される。
【００２３】
　同第七の特徴構成は、同請求項７に記載した通り、前記揚砂機による単位時間当たりの
揚砂容量が前記流入ゲートからの単位時間当たりの流入水量と等しいか若しくは大きな値
になるように前記微小開度が設定されている点にある。
【００２４】
　揚砂機による単位時間当たりの揚砂容量が流入ゲートからの単位時間当たりの流入水量
と等しいか若しくは大きな値であれば、揚砂ポンプを運転している限り、流入ゲートから
沈砂池に流入した水の水位が上昇することがないため、集砂領域を広く確保できると共に
、揚砂ポンプの設置領域に向けて効率的に集砂することができるようになる。
【００２５】
　同第八の特徴構成は、同請求項８に記載した通り、前記揚砂機による単位時間当たりの
揚砂容量が前記流入ゲートからの単位時間当たりの流入水量と前記集砂ノズル群からの単
位時間当たりの噴射水量の和に等しいか若しくは大きな値になるように前記微小開度が設
定されている点にある。
【００２６】
　揚砂機による単位時間当たりの揚砂容量が流入ゲートからの単位時間当たりの流入水量
と集砂ノズル群からの単位時間当たりの噴射水量の和に等しいか若しくは大きな値であれ
ば、揚砂ポンプを運転している限り、流入ゲート及び集砂ノズル群から沈砂池に流入した
水の水位が上昇することがないため、集砂領域を広く確保できると共に、揚砂ポンプの設
置領域に向けて効率的に集砂することができるようになる。
【００２７】
　本発明による沈砂設備の第一特徴構成は、同請求項９に記載した通り、流入ゲートから
の流入水に含まれる砂を沈降させる沈砂池と、前記沈砂池に沈降した砂を揚砂する揚砂機
とを備え、請求項１から８の何れかに記載の揚砂方法が実行される沈砂設備であって、前
記沈砂池の底面が、前記流入ゲートから流入した水の流入方向に沿って連続的または段階
的に下流側ほど低くなるように形成され、最下流側に前記揚砂機が設置されている点にあ
る。
【００２８】
　同第二の特徴構成は、同請求項１０に記載した通り、流入ゲートからの流入水に含まれ
る砂を沈降させる沈砂池と、前記沈砂池に沈降した砂を揚砂する揚砂機とを備え、請求項
１から８の何れかに記載の揚砂方法が実行される沈砂設備であって、前記沈砂池の底面が
、前記流入ゲートから流入した水の流入方向に沿って連続的または段階的に下流側ほど低
くなるように形成され、前記沈砂池の底面が低くなる方向に沿って集砂ノズル群が複数段
に配列され、水を噴射する集砂ノズル群を前記底面の最高位置側に配列された集砂ノズル
群から最低位置側に配列された集砂ノズル群の間で切り替える切替機構を備えている点に
ある。
【００２９】
　同第三の特徴構成は、同請求項１１に記載した通り、流入ゲートからの流入水に含まれ
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る砂を沈降させる沈砂池と、前記沈砂池に沈降した砂を揚砂する揚砂機とを備え、請求項
１から８の何れかに記載の揚砂方法が実行される沈砂設備であって、流入ゲートの開度を
、所定の微小開度と当該微小開度より大きな開度に調整する開度切替機構を備えている点
にある。
【発明の効果】
【００３０】
　以上説明した通り、本発明によれば、低コストで、省エネルギー且つより短時間で確実
に集砂することができる揚砂方法及び沈砂設備を提供することができるようになった。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】（ａ）は本発明による沈砂設備の一例の分流式下水道の雨水ポンプ場の平面説明
図、（ｂ）は本発明による沈砂設備の一例の合流式下水道のポンプ場の平面説明図
【図２】（ａ）は本発明による沈砂設備の平面説明図、（ｂ）は断面説明図
【図３】本発明による沈砂設備の一例の雨水ポンプ場の断面図で、（ａ）は流入ゲートが
開放された排水状態を示す断面図、（ｂ）は流入ゲートが閉鎖された状態を示す断面図
【図４】本発明による沈砂設備の一例の雨水ポンプ場断面図で、（ａ）は半開された流入
ゲートからの水の流出状態を示す断面図、（ｂ）は微開された流入ゲートからの沈砂地へ
の水を用いて、沈砂池での集砂の開始状態を示す断面図
【図５】本発明による沈砂設備の一例の雨水ポンプ場断面図で、（ａ）は微開された流入
ゲートからの流入した雨水による沈砂池の集砂状態を示す断面図、（ｂ）は微開された流
入ゲートからの流入した雨水と集砂ノズル群Ｎ１からの集砂水を用いる集砂と揚砂状態を
示す断面図
【図６】本発明による沈砂設備の一例の雨水ポンプ場断面図で、沈砂池での集砂と揚砂の
終了状態を示す断面図
【図７】流入ゲートの説明図、（ａ）は閉塞状態、（ｂ）は半開状態
【図８】本発明の第１の実施形態による流入ゲートから流入した雨水を用いる集砂処理と
ノズルから水を噴射して集砂処理とを併用する場合の処理を説明するフローチャート
【図９】本発明の第１の実施形態による揚砂方法の説明図、（ａ）は最低位水位、（ｂ）
は最低位水位より高い位置にある水位
【図１０】本発明の第２の実施形態による流入ゲートから流入した雨水を用いる集砂処理
とノズルから水を噴射して集砂処理とを併用する場合の処理を説明するフローチャート
【図１１】本発明の第２の実施形態による揚砂方法の説明図、（ａ）は最高位水位、水位
、最低位水位、（ｂ）は水位が低下している状態を説明する図、（ｃ）は水位が低下して
いる状態を説明する図
【図１２】本発明の第３の実施形態による流入ゲートから流入した雨水を用いる集砂処理
とノズルから水を噴射して集砂処理とを併用する場合の処理を説明するフローチャート
【図１３】本発明の第３の実施形態による揚砂方法の説明図、（ａ）は最高位水位、水位
、最低位水位、（ｂ）は集合ノズル群Ｎ１を用いた集砂の状態を説明する図、（ｃ）は沈
砂池の水位の状態を説明する図
【図１４】本発明による沈砂設備の別実施形態を示す断面図、（ａ）は流入ゲートが開放
された排水状態を示す断面図、（ｂ）は流入ゲートが閉鎖された状態を示す断面図
【図１５】（ａ）は本発明による沈砂設備の別実施形態平面説明図、（ｂ）は断面説明図
【図１６】本発明による沈砂設備のさらに別実施形態を示す断面説明図
【発明を実施するための形態】
【００３２】
（実施の形態１）
　以下、雨水ポンプ設備を例に本発明による揚砂方法及び沈砂設備を説明する。
　図１（ａ），図２（ａ），（ｂ）及び図３（ａ）に示すように、本発明による沈砂設備
の実施形態を示す雨水ポンプ設備１は、雨水流入渠から流入する雨水を設備内に流入或い
は遮断する四基の流入ゲート２（２ａ～２ｄ）と、各流入ゲート２（２ａ～２ｄ）に対応
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して設けられた四面の沈砂池３（３ａ～３ｄ）と、各沈砂池３（３ａ～３ｄ）に流入した
雨水を貯留する一面のポンプ井４と、ポンプ井４に設置された複数の軸流または斜流方式
の排水ポンプＰ１を備えている。
【００３３】
　流入ゲート２（２ａ～２ｄ）から各沈砂池３（３ａ～３ｄ）に流入した雨水は、粗目の
流入スクリーン５によって流木や樹脂容器等の大きな固形異物等が除去され、沈砂池３で
土砂が沈殿され、更に除塵機６で細かな異物が除塵された後に沈砂池３とポンプ井４との
間に形成された堰を超えてポンプ井４に貯水され、排水ポンプＰ１によって河川等に排水
される。
【００３４】
　沈砂池３の底部３Ａは下流側程深くなる傾斜面に形成され、土砂が混入した雨水を吸引
可能な水中サンドポンプである揚砂機１０が最下流側に設置されるとともに、揚砂機１０
に向けて砂を集砂するべく、傾斜面に沿って配置された複数段のノズルを備えた集砂装置
２０が設置されている。
【００３５】
　揚砂機１０としては、水中サンドポンプ、真空揚砂機、ジェットポンプ式揚砂機など、
公知の揚砂機が用いられてもよい。なお、本明細書中で揚砂機というときは、揚砂ポンプ
とこれを起動する電動機とで構成されているものである。「揚砂ポンプを起動する」との
表現は揚砂機を起動することを意味する。
【００３６】
　沈砂池３及びポンプ井４は、底板７と床スラブ８の間に構築され、床スラブには流入ゲ
ート２の開閉装置、流入スクリーン５や除塵機６等が固定され、更に排水ポンプＰ１の動
力装置９等が設置されている。そして、沈砂池３、揚砂機１０、集砂装置２０等で沈砂設
備が構成されている。
【００３７】
　沈砂池３の底部３Ａのうち水の流下方向最下流部であって、横幅方向に帯状に形成され
た最深部に揚砂機１０が設置され、底部３Ａが当該揚砂機１０の設置領域１０Ａ、つまり
最深部に向けて下方に滑らかに傾斜するように形成されている。底部３Ａの勾配は３度～
２０度の範囲に設定するのが好ましい。図２の例では、底部３Ａは、最深部に向けて下方
に滑らかに連続して傾斜するように形成されているが、最深部に向けて下方に段階的に傾
斜するように形成されていてもよい。
【００３８】
　沈砂池３の底部３Ａに沈降した砂を底部３Ａの傾斜方向に流すように、揚砂機１０に向
けて水を噴射する複数の集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０と、ポンプ井４に設置され、集砂ノズ
ル群Ｎ１～Ｎ１０に集砂用の水を供給する取水ポンプＰ２と、取水ポンプＰ２と各集砂ノ
ズル群Ｎ１～Ｎ１０とを接続する送水管ＷＰに介装され、各集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０に
個別に水を供給するバルブ機構Ｖ１～Ｖ１０により集砂装置２０が構成されている。尚、
図１（ａ）には、簡略化のため、７系統の集砂ノズル群しか示されていない。取水ポンプ
Ｐ２として低圧ポンプが好適に用いられる。
【００３９】
　更に、底部３Ａに高さが数～数十ｃｍの樹脂製または金属製の仕切板２１が設置され、
各仕切板２１により揚砂機１０の設置領域１０Ａに向けて砂を流す複数の流路３Ｂが形成
され、各流路３Ｂにノズルが同数（一つまたは複数）配置されるように集砂ノズル群Ｎ１
～Ｎ１０が配列されている。
【００４０】
　図７（ａ）には閉塞状態の流入ゲート２が示され、図７（ｂ）には半開状態の流入ゲー
ト２が示されている。流入ゲート２は、戸当たりとなる枠体２４と、枠体２４に沿って上
下移動可能な扉体２５と、扉体２５を支持するスピンドル２７と、スピンドル２７を引き
上げる駆動装置２８とを備えている。
【００４１】
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　駆動装置２８によりスピンドル２７を上下駆動することにより扉体２５が枠体２４に沿
って上下にスライドして、沈砂池３への流路が開閉可能に構成されている。駆動装置２８
として電動モータが用いられているが、手動操作可能なハンドルでも操作可能に構成され
ている。また、ハンドル操作部位には扉体２５の開度を示す開度支持計が設置されている
。
【００４２】
　駆動装置２８には、流入ゲート２の開度を、所定の微小開度と当該微小開度より大きな
開度に調整する開度切替スイッチなどの開度切替機構が設置されていてもよい。
【００４３】
　降雨の度に沈砂池３に沈降した土砂をそのままにしておくと、やがて沈砂機能が損なわ
れ、衛生面、環境面でも望ましくないため、定期または不定期に沈砂池３に沈降した土砂
を除去する集砂工程が行なわれる。以下に沈砂池３の集砂工程を説明する。
【００４４】
　図３（ａ）に示すように、降雨時には各流入ゲート２が開放されて、雨水が沈砂池３に
流入し、堰を超えてポンプ井４に流入した雨水はポンプ井４に備えた排水ポンプＰ１によ
って河川等に排水される。
【００４５】
　図３（ｂ）に示すように、雨が降り止むと沈砂池３の流入ゲート２が閉鎖され、ポンプ
井４に流入した雨水が排水ポンプＰ１によって排水されるに伴ってポンプ井４の水面が低
下し、やがて沈砂池３とポンプ井４の間の堰よりも水位が低下すると、揚砂機１０が起動
されて揚砂処理が行なわれる。
【００４６】
　この間に、地中に浸潤した雨水が暗渠を介して流入ゲート２の上流側に集水され、ある
程度の量の雨水が貯留された状態になる。
【００４７】
　図４（ａ）に示すように、揚砂機１０により水位が所定レベルに低下すると、揚砂機１
０は停止される。そして、集砂対象となる沈砂池３（３Ａ）の流入ゲート２が閉鎖状態か
ら半開程度の大きな開度に一時的に調整され、流入ゲート２の近傍や流入スクリーン５前
後の底部に堆積した比較的大きな粒径の土砂が沈砂池３の底部の傾斜面に沿って押し流さ
れるフラッシュ集砂が行なわれる。尚、揚砂機１０が停止される条件となる水位（上述の
「所定レベル」）は、沈砂池３とポンプ井４の間の堰の高さから揚砂機１０の底面の高さ
の間に設定されていればよく、特に限定されるものではない。また、半開程度の大きな開
度とは、流入ゲート２が半開または半開以下程度の開度で開口されることを意味し、例え
ば、間口５０ｃｍ～８０ｃｍ程度の流入ゲートの場合、開度は１５ｃｍ～２０ｃｍ程度の
高さの間に設定されていればよく、特に限定されるものではない。
【００４８】
　その後、図４（ｂ）に示すように、流入ゲート２の上流側に貯留された雨水が沈砂池３
の横幅方向全面に略均等に流入するように（図２（ａ）の流入ゲート２下流側に付された
水流を示す矢印を参照。）、流入ゲート２の開度が所定の微小開度に調整される。微小開
度とは、流入ゲート２の上流側に貯留された雨水が沈砂池３の横幅方向全面に略均等に流
入する程度の開度であり、揚砂機１０の単位時間当たりの揚砂容量に等しいか若しくは小
さな値になるように設定されていればよい。微小開度に調整されることで、流入ゲート２
から流入する雨水が沈砂池３の横幅方向全面に略均等に流入し、堆積された土砂等が流れ
る流量が確保されればよく、例えば１ｍ３／分程度の流量であればよい。間口５０ｃｍ～
８０ｃｍ程度の流入ゲートの場合、開度は５ｍｍ～１０ｍｍ程度の高さの間に設定されて
いればよい。流入ゲート２から流入する雨水の流量がこの程度であれば、この雨水の流速
を用いて、沈砂池３底部の砂が押し流される。
【００４９】
　流入ゲート２から流入する雨水の流量が、揚砂機１０の単位時間当たりの揚砂容量に等
しいか若しくは小さな値であれば、沈砂池の水位のレベルは、揚砂機１０が起動される低
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いレベルと揚砂機１０が停止されるレベルの間にある。流入ゲート２から流入する雨水を
用いることで、集砂のための水量を限りあるポンプ井の貯留水にのみ依存する必要がない
。
【００５０】
　その後、図５（ｂ）に示すように、沈砂池３の底面の最高位置側に配列された集砂ノズ
ル群Ｎ１から集砂水を噴射する水噴射工程が実行され、底面に堆積した土砂が下流側に搬
送される。沈砂池３の底面の最高位置側に配列された集砂ノズル群Ｎ１が開放されるのは
、最高位置側から集砂水を噴射することにより、より効率的に集砂されるからである。
【００５１】
　尚、開放される集砂ノズル群は、集砂ノズル群Ｎ１のみに限られず、集砂ノズル群Ｎ１
の近傍に存在する集砂ノズル群Ｎ２、集砂ノズル群Ｎ３なども、集砂ノズル群Ｎ１と共に
開放されてもよく、集砂の状態によっては底面の最高位置側に配列された集砂ノズル群か
ら最低位置側に配列された集砂ノズル群の順番に切り替えて水を噴射することとしてもよ
い。
【００５２】
　沈砂池３の底部に沈降した土砂の大半が揚砂機１０に向けて搬送されて揚砂されると、
図６に示すように、流入ゲート２が閉塞され、揚砂機１０が停止されて集砂処理が終了す
る。
【００５３】
　水噴射工程は必須の構成ではなく選択的な工程である。水噴射工程が実行される場合に
は、揚砂機１０による単位時間当たりの揚砂容量は、流入ゲート２からの単位時間当たり
の流入水量と集砂ノズル群からの単位時間当たりの噴射水量の和に等しいか若しくは大き
な値になるように微小開度が設定されていることが好ましい。流入ゲート２から流入する
雨水と水噴射工程とを用いて、流入ゲート２から流入する雨水の流量と集砂ノズルからの
噴射水の流速を用いて集砂するので、集砂効率を向上させることができる。
【００５４】
　一般に集砂能力は集砂水量と集砂水の流速の和で表される。例えば、吐水圧の低い集砂
ノズルを用いて各仕切板２１間に水を噴出させた場合に、噴出圧が低いため配管レイアウ
トを工夫しても噴出量に偏りが出る。このため、仕切板２１間を流れる水量を均一にしづ
らいという問題がある。一方、上記したように流入ゲート２の開度を調節することで、図
２に示すように流入ゲート２の上流側に貯留された雨水を沈砂池３の横幅方向全面に略均
等に流入させることができるため、流入水が略均等に沈砂池３全般に広がり、仕切板２１
間を流れる流水量は略等しくなる。
【００５５】
　仕切板２１間を流れる均一な流れに集砂ノズルからの吐出水を加えても、ノズルからの
吐出水のみを用いる場合よりも水量の偏りを緩和できる。従って、各仕切板２１間で、上
記集砂水量が均等・平均化されるため、集砂能力を高め、集砂効率を向上させることがで
きる。
【００５６】
　さらに、集砂ノズルからの吐出水に加えて、微開口された流入ゲート２からの水が増加
されることで、上記集砂水量が増加するため、集砂能力を高め、集砂効率を向上させるこ
とができる。尚、集砂能力が高まれば、集砂に要する時間を短縮させることができ、集砂
効率が向上することを意味する。また、集砂に要する時間を短縮させることができれば、
取水ポンプ１０、揚砂ポンプ１０の運転時間を短縮させることができ、結果として省エネ
ルギーの効果が期待できる。
【００５７】
　即ち、揚砂機１０を起動させて沈砂池３に貯留された水とともに揚砂する揚砂工程と、
揚砂工程の実行中に、流入ゲート２を所定の微小開度に調整して水を流入させ、底面３Ａ
に沈降した砂を流入水によって揚砂機１０の設置領域に向けて集砂する集砂工程とを含む
揚砂方法が実行される。
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【００５８】
　図８には、上述した揚砂方法の一例のフローチャートが示されている。当該フローチャ
ート及び図９の流入ゲート２から流入する雨水と集砂ノズルからの噴射水とを用いて集砂
をする一例を説明する図に基づいて当該揚砂方法を補足説明する。本実施態様では、流入
ゲート２から流入する雨水を用いて集砂が行われる前に、流入ゲート２を閉じて沈砂池３
内の水の揚砂処理が行われ、沈砂池３内の滞留水の水位が最低水位ＬＷＬになった後に、
集砂処理を行うものである。
【００５９】
　先ず、降雨が発生して雨水流入渠から流入した雨水量が所定量まで増加すると（Ｓ１）
、それまで閉鎖されていた流入ゲート２を開放して沈砂池３及びポンプ井４に雨水を案内
し（Ｓ２）、ポンプ井４の水位が所定水位になると排水ポンプＰ１を起動して貯留された
雨水を河川に排水する（Ｓ３）。
【００６０】
　雨が上がり、雨水流入渠から流入する水量が低下すると（Ｓ４）、各流入ゲート２を閉
鎖し（Ｓ５）、排水ポンプＰ１によって排水が進み、ポンプ井４や沈砂池３の滞留雨水の
水位が所定水位（図９（ａ）堰の上端の位置（ＨＷＬ））になると（Ｓ６）、排水ポンプ
Ｐ１を停止して、揚砂機（揚砂ポンプ）１０を起動する（Ｓ７）。
【００６１】
　排水機場の管理者が沈砂池やポンプ井４等の水位を示す水位計を目視確認して、流入ゲ
ート２の駆動モータや取水ポンプＰ２及び揚砂ポンプ１０を起動または停止操作すること
によって上述した揚砂方法が実行されるが、各水位計の出力等に基づいて流入ゲート２の
駆動モータや取水ポンプＰ２及び揚砂機（揚砂ポンプ）１０を自動的に起動または停止制
御する制御装置を備えて、当該制御装置によって上述した揚砂方法が実行されるように構
成してもよい。
【００６２】
　雨水と共に流入し、沈砂池３に沈殿した土砂が揚砂機（揚砂ポンプ）１０によって水と
共に吸い上げられた後に固液分離される。固液分離された雨水は河川に排水され、或いは
集砂のために再利用される。
【００６３】
　揚砂機（揚砂ポンプ）１０が起動され、沈砂池３の水位が低下する頃には、流入ゲート
２の上流側にある程度の量の雨水が貯留される。地中に浸潤した雨水が暗渠等から流入す
るためである。
【００６４】
　揚砂機（揚砂ポンプ）１０によって排水が進み、沈砂池３の滞留雨水の水位が図８（ａ
）に示すように最低水位ＬＷＬになると（Ｓ８）、流入ゲート２を半開して（Ｓ９）、流
入ゲート２近傍や流入スクリーン５の底部前後に堆積している土砂等の堆積物を揚砂機１
０の設置領域に向けて押し流す。尚、流入ゲート２からの流水を用いるフラッシング（開
度切り替え工程）は、いつ行ってもよく、例えば最低水位ＬＷＬになる前に行えばよい。
【００６５】
　流入ゲート２近傍や流入スクリーン５の底部前後を所定時間流入水で集砂した後（Ｓ１
０）、流入ゲート２を微小開度に調整する（Ｓ１１）。微小開度に調整された流入ゲート
２から一定量の雨水が沈砂池３に流入し、底部に堆積した土砂が下流側に搬送される。
【００６６】
　沈砂池３の底部が集砂されると、揚砂機１０による単位時間当たりの揚砂容量が流入ゲ
ート２からの単位時間当たりの流入水量に等しいか若しくは大きな値になるように流入ゲ
ート２の微小開度が設定されているので、図９（ｂ）のＭＷＬのように水面ＷＬは揚砂機
１０による吸込みの限界レベルである最低水位ＬＷＬ近傍のまま揚砂処理が行われる。
【００６７】
　揚砂ポンプ１０によって継続的に揚水され、沈砂池３の水位が所定水位に低下すると、
取水ポンプＰ２を起動して（Ｓ１２）最高位置側に設けた集砂ノズル群Ｎ１から集砂のた
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めの水を噴射させる（Ｓ１３）。流入ゲート２から流入する雨水の流れによって、沈砂池
３の底部３Ａに堆積した土砂が下流側に搬送される際に、集砂ノズルからの噴射水によっ
てさらに効率的に土砂を下流側に搬送するために水噴射工程が実行される。
【００６８】
　揚砂機１０を起動した状態で、図９（ｂ）に示すように、底面の最高位置側に配列され
た集砂ノズル群Ｎ１から水を噴射すると、水面ＷＬは最低水位ＬＷＬより所定レベル（Ｍ
ＷＬ）まで上昇し、揚砂工程が継続して実行される。流入ゲート２から流入する雨水と集
砂ノズルからの噴射水とを用いて集砂をする場合には、水面ＷＬは、揚砂機１０による単
位時間当たりの揚砂容量が流入ゲート２からの単位時間当たりの流入水量と集砂ノズル群
からの単位時間当たりの噴射水量の和との関係で決定される。
【００６９】
　例えば、揚砂機１０による単位時間当たりの揚砂容量が流入ゲート２からの単位時間当
たりの流入水量と集砂ノズル群からの単位時間当たりの噴射水量の和に等しいか若しくは
大きな値になるように流入ゲート２の微小開度が設定されていると、水位ＭＷＬは、上昇
も下降もせず若しくは若干下降し、最低水位ＬＷＬ近傍に留まる。なお、集砂ノズル群Ｎ
１～Ｎ１０は切り替え可能に構成されており、沈砂池２０の底面の最高位置側に配列され
た集砂ノズル群Ｎ１のみを用いて集砂させてもよく、底面の最高位置側に配列された集砂
ノズル群近傍の集砂ノズル群を用いてもよく、底面の最高位置側に配列された集砂ノズル
群から最低位置側に配列された集砂ノズル群の順番に切り替えて集砂させてもよい。尚、
本実施形態の場合は、集合ノズル群は、沈砂池３の最高位置側にのみ設けられていてもよ
い。
【００７０】
　尚、揚砂機による単位時間当たりの揚砂容量が流入ゲートからの単位時間当たりの流入
水量と前記集砂ノズル群からの単位時間当たりの噴射水量の和と等しい場合には、集砂ノ
ズル群からの単位時間当たりの噴射水量を減少させることができる。この場合に、取水ポ
ンプ２の運転時間は変わらないが、取水ポンプ２の能力を小さくすることができるため、
省エネルギー的な効果が得られる。
【００７１】
　また、揚砂機による単位時間当たりの揚砂容量が流入ゲートからの単位時間当たりの流
入水量と前記集砂ノズル群からの単位時間当たりの噴射水量の和より大きい場合には、揚
砂ポンプ１０の能力を大きくする必要はあるが、流入ゲートからの流入水を集砂に用いる
ことで集砂能力が向上し、取水ポンプ２の運転時間の短縮に伴い、集砂時間が短くなるた
め、省エネルギー的な効果が得られる。
【００７２】
　尚、図２（ａ）中の符号Ｎｄは、揚砂機１０の設置領域１０Ａに集砂された砂を攪拌し
て水中に浮遊させる攪拌ノズルＮｄを示し、揚砂機１０の周囲及び設置領域１０Ａの横幅
方向両端部に配置され、取水ポンプＰ２からの水が送水管ＷＰを介して当該攪拌ノズルＮ
ｄに供給されるように構成されている。
【００７３】
　揚砂機１０の周囲に集砂された土砂は、攪拌ノズルＮｄから噴出される水流によって攪
拌され、揚砂機１０周囲で水中に浮遊するため、揚砂機１０によって土砂と水が円滑に吸
い揚げられるようになり、沈砂池３の中央部の砂を確実に排出できるので、次の揚砂工程
の際に沈砂池３の中央部に砂を集めやすくなる。
【００７４】
（実施の形態２）
　以下、本発明による別の揚砂方法及び沈砂設備を説明する。
　図１０には、上述した揚砂方法の一例のフローチャートが示されている。当該フローチ
ャート及び図１１の流入ゲート２から流入する雨水と集砂ノズルからの噴射水とを用いて
集砂をする一例を説明する図に基づいて当該揚砂方法を補足説明する。本実施の形態では
、沈砂池３の滞留雨水の水位が所定水位（図１１（ａ）堰の上端の位置（ＨＷＬ））以下
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に低下した（ＭＷＬ）後に集砂処理が開始され、沈砂池３内の滞留水の水位が最低水位Ｌ
ＷＬなるまで、連続して集砂処理を行うものである。以下の説明において、実施の形態１
とは、異なる部分のみを説明する。
【００７５】
　排水ポンプＰ１によって排水が進み、ポンプ井４や沈砂池３の滞留雨水の水位が所定水
位（図１１（ａ）堰の上端の位置（ＨＷＬ））になると（Ｓ６）、排水ポンプＰ１を停止
して、揚砂機（揚砂ポンプ）１０を起動する（Ｓ７）。
【００７６】
　揚砂機（揚砂ポンプ）１０を起動すると同時に、流入ゲート２を半開して（Ｓ８）、流
入ゲート２近傍や流入スクリーン５の底部前後に堆積している土砂等の堆積物を揚砂機１
０の設置領域に向けて押し流す。
【００７７】
　流入ゲート２近傍や流入スクリーン５の底部前後を所定時間流入水で集砂した後（Ｓ９
）、流入ゲート２を微小開度に調整する（Ｓ１０）。微小開度に調整された流入ゲート２
から一定量の雨水が沈砂池３に流入し、底部に堆積した土砂が下流側に搬送される。
【００７８】
　沈砂池３の底部が流入ゲート２からの流入水により集砂されると、揚砂機１０による単
位時間当たりの揚砂容量が流入ゲート２からの単位時間当たりの流入水量より大きな値に
なるように流入ゲート２の微小開度が設定されているので、図９（ａ）に示すＭＷＬのよ
うに水面ＷＬは図１１（ａ）堰の上端の位置の水位（ＨＷＬ）から揚砂機１０による吸込
みの限界レベルである最低水位ＬＷＬに向かって徐々に低下していく。
【００７９】
　揚砂ポンプ１０によって継続的に揚水され、沈砂池３の水位が図１１（ａ）に示すよう
に水位がＨＭＬより低い水位ＭＷＬに低下すると、取水ポンプＰ２を起動して（Ｓ１１）
最高位置側に設けた集砂ノズル群Ｎ１から集砂のための水を噴射させる（Ｓ１２）。
【００８０】
　揚砂機１０を起動した状態で、図１１（ｂ）に示すように、底面の最高位置側に配列さ
れた集砂ノズル群Ｎ１から水を噴射しても、揚砂機１０による単位時間当たりの揚砂容量
が流入ゲート２からの単位時間当たりの流入水量と集砂ノズル群からの単位時間当たりの
噴射水量の和よりも大きくなるように設定されているので、水面ＷＬは、図１１（ｃ）の
ＭＷＬ２に示すように徐々に低下し、最終的に最低水位ＬＷＬになる。
【００８１】
　水面ＷＬが、図１１（ａ）に示すように徐々に低下し、最低水位ＬＷＬになれば、処理
を終了する。
　なお、集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０は切り替え可能に構成されており、沈砂池２０の底面
の最高位置側に配列された集砂ノズル群Ｎ１のみを用いて集砂させてもよく、底面の最高
位置側に配列された集砂ノズル群から最低位置側に配列された集砂ノズル群の順番に切り
替えて集砂させてもよい。集砂ノズル群から噴流する水の圧力を用いて集砂効率を向上さ
せるという点からみると、水位近傍に存在する集砂ノズル群を順番に切り替えて開放させ
るのが好ましい。
【００８２】
　上記処理が終了した場合は、実施の形態１と同様に全ての処理を終了する。
【００８３】
（実施の形態３）
　以下、本発明による別の揚砂方法及び沈砂設備を説明する。
　図１２には、上述した揚砂方法の一例のフローチャートが示されている。当該フローチ
ャート及び図１３の流入ゲート２から流入する雨水と集砂ノズルからの噴射水とを用いて
集砂をする一例を説明する図に基づいて当該揚砂方法を補足説明する。
【００８４】
　尚、図１３（ｂ）、（ｃ）において、Ｎｎ１、Ｎｎ２は、集砂ノズル群Ｎ２～Ｎ９のい
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ずれか２つの群の集砂ノズル群を意味し、ＷＬ１、ＷＬ１０は、集砂ノズル群Ｎ１、Ｎ１
０の噴射領域近傍の水位を、ＷＬｎ１、Ｗｎ２は、集砂ノズル群Ｎ２～Ｎ９のいずれか２
つの群の集砂ノズル群の噴射領域近傍の水位を意味する。
【００８５】
　本実施の形態では、集砂ノズル群から水噴射する際に揚砂機１０を停止し、所定水位に
上昇すると取水ポンプＰ２を停止して揚砂機１０を起動するという工程を繰り返し、繰り
返しの度に徐々に水位を低下させるような態様を採用することができる。
【００８６】
　例えば、沈砂池３の滞留雨水の水位が所定水位（図１３（ａ）堰の上端の位置（ＨＷＬ
））以下に低下した後に揚砂機１０を起動し、流入ゲート２を閉じて沈砂池３内の水の揚
砂処理が行われ、沈砂池３内の滞留水の水位は最低水位ＬＷＬまで低下させる。その後に
、集砂ノズル群から水を噴出させて集砂処理を行うものである。
【００８７】
　本実施の形態では、揚砂工程と集砂工程を切り替えて行い、集砂工程では、沈砂池３内
の水位を所定の水位にまで溜め、揚砂工程では最低水位ＬＷＬまで水位を低下させる。な
お、本実施の形態の場合は、集砂処理と揚砂処理を繰り返す間を通じて、流入ゲート２は
微小開度に開口されている。以下の説明において、実施の形態１とは、異なる部分のみを
説明する。
【００８８】
　排水ポンプＰ１によって排水が進み、ポンプ井４や沈砂池３の滞留雨水の水位が所定水
位（図１１（ａ）堰の上端の位置（ＨＷＬ））になると（Ｓ６）、排水ポンプＰ１を停止
して、揚砂機（揚砂ポンプ）１０を起動する（Ｓ７）。
【００８９】
　揚砂機（揚砂ポンプ）１０を起動すると同時に、流入ゲート２を微小開度に調整する（
Ｓ８）。微小開度に調整された流入ゲート２から一定量の雨水が沈砂池３に流入し、底部
に堆積した土砂が下流側に搬送される。
【００９０】
　沈砂池３の底部が流入ゲート２からの流入水により集砂されると、揚砂機１０による単
位時間当たりの揚砂容量が流入ゲート２からの単位時間当たりの流入水量より大きな値に
なるように流入ゲート２の微小開度が設定されているので、図９（ａ）に示すＭＷＬのよ
うに水面ＷＬは図１１（ａ）堰の上端の位置の水位（ＨＷＬ）から揚砂機１０による吸込
みの限界レベルである最低水位ＬＷＬに向かって徐々に低下していく。
【００９１】
　沈砂池３の水位が最低水位ＬＷＬになると、揚砂機（揚砂ポンプ）１０を停止し、取水
ポンプＰ２を起動し（Ｓ１０）。最高位置側に設けた集砂ノズル群Ｎ１から集砂のための
水を噴射させる。流入ゲート２から流入する水と集砂ノズル群Ｎ１からの噴射水とにより
、沈砂池内の水の水位が所定の水位ＷＬ（（例えば、図１３（ｂ）のＷＬ１））まで上昇
する（Ｓ１１）と、取水ポンプＰ２を停止し、揚砂機（揚砂ポンプ）１０を起動する（Ｓ
１２）。
【００９２】
　揚砂処理は沈砂池３の水位が最低水位ＬＷＬに低下するまで行われる（Ｓ１３）。揚砂
処理が十分でない場合は、Ｓ１０に戻り、集砂処理と揚砂処理を交互に繰り返す。集砂処
理と揚砂処理との繰り返しが所定の回数行われた場合（Ｓ１４）は、実施の形態１と同様
に全ての処理を終了させる。
【００９３】
　本実施の形態において、開放される集砂ノズル群と沈砂池３に滞留させる水の水位は、
特に制限されないが、沈砂池３に充水させる水を節約して集砂処理を効率よく行うという
点からみると、例えば、図１３（ｃ）に示すように、集砂ノズル群を沈砂池底面３Ａの最
高位地に配列された集砂ノズル群Ｎ１からＮｎ１、・・・Ｎｎ２、・・、最低位置側に配
列された集砂ノズル群Ｎ１０に順次切り替えて水を噴射させると共に、沈砂池３に滞留さ
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せる水の水位も、ＷＬ１、・・、ＷＬｎ１、・・ＷＬｎ、・・、ＷＬ１０に順次下げるよ
うに充水するのが好ましい。なお、集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０の各群の集砂ノズル群は、
全ての群を開放してもよく、適宜選択して開放してもよい。
【００９４】
　本実施の形態において、開放される集砂ノズル群と沈砂池３に滞留させる水の水位は、
上記の例に特に制限されない。例えば、図１３（ｃ）において、集砂ノズル群を沈砂池底
面３Ａの最高位地に配列された集砂ノズル群Ｎ１のみから水を噴射させて、沈砂池３に滞
留させる水の水位を、ＷＬ１、・・、ＷＬｎ１、・・ＷＬｎて、・・、ＷＬ１０に順次下
げるように充水させてもよい。
【００９５】
　あるいは、集砂ノズル群を沈砂池底面３Ａの最高位地に配列された集砂ノズル群Ｎ１の
みから水を噴射させて、沈砂池３に滞留させる水の水位もＷＬ１まで充水させてもよい。
さらに、充水させる水位（例えば、ＷＬｎ２）近傍より上位に水を噴射する集砂ノズル群
ＮからＮｎ１、・・・、Ｎｎ２の１つの集砂ノズル群または複数の集砂ノズル群から選択
した集砂ノズル群から水を噴射させることとしてもよい。さらに、揚砂機１０を停止した
状態で全ての位置に存在する集砂ノズル群から一律に水噴射し、水位がある程度上昇する
と取水ポンプＰ２を停止して揚砂機１０を起動するという工程を繰り返し、繰り返しの度
に徐々に水位を低下させるような態様を採用することもできる。
【００９６】
（他の実施形態）
　以下、本発明の別実施形態を説明する。
　上述した実施形態では、四面の沈砂池３（３ａ～３ｄ）が併設された沈砂設備に対して
、定期または不定期に一面の沈砂池３（３ａ～３ｄ）を選択的に集砂して揚砂する態様を
説明したが、沈砂池３の面数は４面に限るものではなく、集砂対象となる沈砂池は１回の
集砂に１面に限るものではなく、規模の大きな沈砂設備では、複数面を同時に集砂しても
よい。
【００９７】
　上述した実施形態では、集砂工程で、流入ゲート２を微小開度に調整する前に、一時的
に閉鎖状態から微小開度より大きな開度に調整してフラッシュ洗浄する開度切替工程を備
えた例を説明したが、開度切替工程を実行せずに最初から微小開度に調整して集砂工程を
実行するように構成してもよい。
【００９８】
　上述した実施形態では、沈砂池３の底部３Ａが下流側程深くなる傾斜面に形成された沈
砂設備の例を説明したが、底面３Ａは、流入ゲート２から流入した水の流入方向に沿って
連続的または段階的に下流側ほど低くなるように形成されていればよい。
【００９９】
　上述した実施形態では、沈砂池３の底部３Ａが下流側程深くなる傾斜面に形成された沈
砂設備の例を説明したが、沈砂池３は、水の流下方向中央部が最深部に形成され、上流側
及び下流側に次第に浅くなるような底部３Ａを備えた構成であってもよい。
【０１００】
　例えば、図１４（ａ），（ｂ）及び図１５（ａ），（ｂ）に示すように、水の流下方向
中央部が最深部に形成され、横幅方向に帯状に形成された最深部１０Ａに揚砂機１０が設
置され、底部３Ａが当該揚砂機１０の設置領域１０Ａ、つまり最深部１０Ａに向けて下方
に滑らかに傾斜するように形成された態様であってもよい。
【０１０１】
　当該沈砂設備は、底部３Ａに沈降した砂を底部３Ａの傾斜方向に沿って最深部１０Ａに
流すように、揚砂機１０に向けて水を噴射する複数の集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０と、ポン
プ井４に設置され、集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０に集砂用の水を供給する取水ポンプＰ２と
、取水ポンプＰ２と各集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０とを接続する送水管ＷＰに介装され、各
集砂ノズル群Ｎ１～Ｎ１０に個別に水を供給するバルブ機構Ｖ１～Ｖ１０により集砂装置
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２０が構成されている。
【０１０２】
　当該沈砂設備も基本的には図２の例と同様の方法が適用可能である。ただし、集砂ノズ
ルからの水噴射方向が沈砂池３の中央部の最深部１０Ａに向けられて互いに対向するよう
に設定されている点が異なる。このため、上述した水噴射工程を組込む場合には、図１５
（ｂ）に示すように、沈砂池の水面の低下に伴って、集砂ノズル群Ｎ１，Ｎ２から水噴射
した後、集砂ノズル群Ｎ３、Ｎ４から水噴射するように切替える等、対向した一対の傾斜
底面に沿って、それぞれより高い位置に設けられた集砂ノズル群からより低い位置の集砂
ノズル群へと段階的に水噴射するように切替えるなどとすることができる。
【０１０３】
　尚、沈砂池３の中央部の最深部１０Ａに向けられて互いに対向するように傾斜面が形成
されている場合には、最深部１０Ａを挟んで流入ゲート２とは反対側に形成され、流入ゲ
ート２からの流入雨水で土砂の搬送効果が期待できない傾斜面にのみ集砂ノズル群を備え
、ポンプ井４に溜まった雨水を専ら当該集砂ノズル群に供給するように構成してもよい。
【０１０４】
　図１６は、本発明による沈砂設備の更に別の態様が示されている。図１６の例では、沈
砂池３の底部３Ａのうち水の流下方向中央部にピット２９が設けられ、揚砂機１０がピッ
ト２９内部に設置されている点を除けば、図１４の例と同様の構成である。
【０１０５】
　上述した実施形態では、本発明による揚砂方法を雨水ポンプ機場に適用した例を説明し
たが、汚水ポンプ機場に適用することも可能である。
【０１０６】
　図１（ｂ）には、合流式下水道設備のポンプ機場が示されている。晴天時には汚水流入
渠から流入する家庭排水等の汚水が四基の流入ゲート２（２ａ～２ｄ）を介して４面の汚
水沈砂池３に流入するように構成され、降雨時には雨水が混入して増水した汚水を、流入
堰２３から溢流させて、雨水用の４基の流入ゲート２（２ｅ～２ｈ）から四面の雨水沈砂
池（３ｅ～３ｈ）に流入するように構成されている。
【０１０７】
　このような沈砂池に対しても、本発明による揚砂方法を適用することができる。但し、
雨が降り止むと流入堰２３からの溢流が期待できないときは、四面の雨水沈砂池（３ｅ～
３ｈ）の何れかを集砂する際には、流入ゲート２（２ｅ～２ｈ）の上流側に汚水が溜まっ
た状態で予め流入ゲート２（２ｅ～２ｈ）を閉鎖すればよい。
【０１０８】
　また、晴天時には、常時流入する汚水に備えて四基の流入ゲート２（２ａ～２ｄ）の何
れかは常時開放されている。そして常時開放された流入ゲートに対応する汚水沈砂池３を
集砂する場合には、一旦流入ゲート２を閉塞した後に揚水機１０を起動して揚砂工程を実
行し、沈砂池３の水位が所定水位に低下した後に上述の集砂工程を実行するように構成す
ればよい。
【０１０９】
　上述した晴天時に実行される集砂工程を分流式下水道設備の汚水ポンプ機場に適用する
ことにより、分流式下水道設備の汚水ポンプ機場でも効率的に集砂処理が行なえるように
なる。
【０１１０】
　上述した実施形態は、何れも取水ポンプとして低圧ポンプを用いた例を説明したが、本
発明による揚砂方法及び沈砂設備は集砂ポンプとして低圧ポンプを用いる場合に限られず
、中圧ポンプまたは高圧ポンプを用いる場合にも適用可能である。この場合にも、集砂処
理する沈砂池に通ずる流入ゲートを閉鎖した後、開口度を調整して再度開放することによ
り、上記と同様の方法で揚砂工程及び集砂工程を行なえばよい。
【０１１１】
　上述した実施形態は本発明の一態様であり、該記載により本発明が限定されるものでは
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なく、各部の具体的構成や制御態様は本発明の作用効果が奏される範囲で適宜変更設計可
能であることはいうまでもない。
【符号の説明】
【０１１２】
１：雨水ポンプ設備
２：流入ゲート
３：沈砂池
３Ａ：底部
３Ｂ：流路
３Ｃ：対向部
４：ポンプ井
５：流入スクリーン 
６：除塵機
１０：揚砂機
１０Ａ：設置位置
２０：集砂装置
２１：仕切板
２２：案内壁
Ｐ１：排水ポンプ
Ｐ２：取水ポンプ
Ｎ，Ｎ１～Ｎ１０：集砂ノズル群
Ｖ１～Ｖ１０：バルブ機構
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【図１３】 【図１４】
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